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ﾛｼｱ におけるﾌｰ ﾄﾞｻｰ ﾋﾞｽ 産業

～拡大する市場と日本企業への期待
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(は じ めに)

少子高齢化･ 人口減少､ そして経済状況を背景に､ 国内外食産業の市場は､97 年をﾋﾟｰｸ に減

少傾向が続き､2009 年には､24 兆円を下回る規模となった｡ 国内市場だけでは､ 大きな成長を見

込むことができず､ 外食企業の多くは､ 海外市場を開拓することに力を注ぎ始めている｡ なかで

も､ 経済成長目覚ましい新興国での店舗展開は有望であると考えられており､ 中国をはじめとするｱ

ｼﾞｱ 諸国へ進出をする企業は､ 増加の一途である｡

2010 年9 月､ｱ ｼﾞｱ とは陸続きの新興国のひとつ､ﾛｼｱ において､ﾌｰ ﾄﾞｻｰ ﾋﾞｽ 産業市場

を視察した｡ｿ 連時代､ 外食店が一部の特権階級しか利用できないものであった状況から､ 自由経

済となった今では､ 外食することが一般的となり､ 個店をはじめ､ 街のあちこちでﾁｪｰﾝ 業態が

賑わいを見せている｡ また､ｽｰ ﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ では､ 惣菜の売り場もかなりの面積を占め､ その

品揃えも豊富である｡ 現在､ﾛｼｱ の外食市場は7,230億ﾙｰ ﾌﾞﾙ( 約2 兆円強) と言われ(1)､他

国の外食市場規模を鑑みると成長の余地はかなり大きいと見込める｡ 今後､ 日本からの進出先とし

て､ 非常に期待がもてるﾛｼｱ であるが､ 今のところ､ 日本からの外食企業､ あるいは､ これらの

外食･ 中食市場のために食品を輸出している日本の食品ﾒｰｶｰ も数少ない｡ ここでは､ﾛｼｱ に

おけるﾌｰ ﾄﾞｻｰ ﾋﾞｽ 産業の状況を整理し､ 日本からの進出の可能性について考えていきたい｡

1｡ﾛｼｱ の 概況

ﾛｼｱ の人口は､ 約1 億42 百万人､ 面積は､ 米国の2 倍近く､ 日本の国土の25 倍もの広さであ

る｡ 1991 年のｿ 連崩壊､ﾛｼｱ 誕生以降､99 年のﾛｼｱ 危機でﾏｲﾅｽ 成長になったものの､ 経

済発展めざましい｡ 危機対策としてのﾙｰ ﾌﾞﾙ 切り下げ効果､ 国際原油価格の高騰､ そして2000

年に就任したﾌﾟｰﾁﾝ 前大統領の安定的な政治により､ その後の10 年は､ 毎年平均6.6% の高い伸

びで経済成長を続けてきた｡ ＧＤＰは､ 約115 兆円と､2008 年は世界8 位の座に躍進している(2009

年には､ 経済危機で18 位まで転落)｡ 人口減少､ 貧富や都市と地方の格差問題､ 周辺国との問題な

どいろいろ課題はあるが､ 豊富な資源､IT や宇宙･ 軍需産業の高度な技術､ そして高い教育ﾚ ﾍﾟ
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([ai]2000 年代における可処分所得と小売業販売高の伸び
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霖皿 実質可処分所得の増加分･

●･ 小売業の販売高伸び

ｰ･ 一消費者物価指数

2002 年実質可 処分所得･販売高､2003

年 可処 分 所得の ﾃﾞｰﾀ

な し

出典:ﾛｼｱ 連邦統計局

( 出典 ：ﾛｼｱ 統 計局　the Federal State Statistics Service)

ﾙ もつことからも､ 中長期的には､ 成長の可能性が高く見込まれている｡

（1 ）ﾛｼｱ 国民の所得と消費

2000 年代の国民の所得の伸びは高く､ 給与所得者（ﾛｼｱ 統計局のﾎｰﾑ ﾍﾟｰ ｼﾞの英文はemployees

of organization）の名目賃金は､2008 年までは20 ％以上の伸びで増えている（表1 ）｡も

ちろん物価も年々上がっているのであるが､ 図1 に示したように､ それを凌駕するほどの可処分所

得が増えており､ それに伴って､ 小売業の販売高も増加をしている｡ それだけ消費意欲も旺盛とい

うことである｡ 2009年には経済危機でさすがに物価､ 小売業の販売額もﾀﾞｳﾝ しているが､ 経済

が回復すれば､ 潜在している消費欲が戻ってくると考えられる｡

（表1）ﾛｼｱ における給与所得者の月収推移

年 �2000 �2001 �2002 �2003 �2004 �2005 �2006 �2007 �2008 �2009

月収Oﾚｰ ﾌﾞﾙ ） �2,223 �3,204 �4,360 �5,498 �6,740 �8,555 �10,634 �13,593 �17,290 �18,795

前年伸び率（％） ��45.7 �34.6 �26.1 �22.6 �26.9 �24.3 �27.8 �27.2 �8.7

（出典：ﾛｼｱ 統計局　the Federal State Statistics Service）

ﾓｽｸﾜ､ｻﾝｸﾄ ﾍﾟﾃﾙ ﾌﾞﾙ ｸﾞ と 視 察 を し た が､ 物 価 は､ 日 本 の ﾃﾞﾌﾚ 価 格 に 慣 れ た 目 に は

か な り 高 い と 感 じ る｡ 出 会 っ たﾛｼｱ 人 が □ を 揃 え て､ 物 価 と 給 料 が 合 っ て い な い と 話 し て い た｡ｽｰ

ﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ の 生 鮮 食 料 品 は､ 総 じ て 日 本 の 半 分 か3 分 の2 程 度 の 価 格 で あ る が､ｽﾀｰ

ﾊﾞｯｸｽ やﾏｸ ﾄﾞﾅﾙ ﾄﾞ は 日 本 並 み の 価 格｡ﾓｽｸﾜ の 平 均 月 給 が､3 ～4 万ﾙｰ ﾌﾞﾙ （12 ～15 万

円 ） と い い､ 仕 事 を2 つ､3 つ と か け も ち す る 人 も 少 な く な い そ う で あ る｡

そ の 一 方 で､ 後 述 す る ｸﾞﾙﾒｽｰ ﾊﾟｰ で､ 高 級 ﾌﾞﾗﾝ ﾄﾞ 品 を 身 に っ け て､ 日 本 の 数 倍 も す る 食 料
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（図2 ）ﾛｼｱ の月収別人口構成の推移
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（出典:ﾛｼｱ 統計局　the Federal State Statistics Service）

品 を 買 い 込 む 富 裕 層 の 姿 を 見 か け た｡ﾒ ﾃﾞｨｱ で もﾛｼｱ の 所 得 格 差 が 大 き い こ と が よ く 伝 え ら

れ る が､ 月 収 別 の 人 口 構 成 の 推 移 （ 図2 ） を 見 て み る と､ 年 収25,000ﾙｰ ﾌﾞﾙ （750 万 円 ） を 超 え

る 富 裕 層 が 増 え て い る｡ そ の 一 方 で､ 月 収6,000 超 か ら8,000ﾙｰ ﾌﾞﾙ ま で の 所 得 層 が2000 年 か ら2009

年 に か け2 倍 と な り､ 中 間 層 の 増 加 を 示 し て い る｡

2｡ 食生 活 と食品 小 売 業

（1 ）食生活と家計

ﾛｼｱ の食というと､ 多くの日本人が浮かべるのがﾋﾟﾛｼｷ とﾎﾞﾙｼﾁ 程度であるが､ 食ﾏｰｹｯﾄ

を見てみると実に豊かで料理も多種多様である｡ 広大な国土から収穫される農産物の豊かさ

が感じられる｡ 特に､ 小麦の大産地らしくﾊﾟﾝ の食味も良く､ﾏｸ ﾄﾞﾅﾙ ﾄﾞのﾊﾝ ﾊﾞｰ ｶﾞｰ に使わ

れているﾊﾞﾝ ｽﾞさえも美味しく感じる｡ﾓｽｸﾜ やｻﾝｸﾄ ﾍﾟﾃﾙ ﾌﾞﾙ ｸﾞあたりの地域は､ 黒ﾊﾟﾝ

とじゃがいもを多用する北欧圏の食文化と通じるものがあるが､ これらをﾍﾞｰｽ に､ 南の黒海地方

の食文化が入り交じり､ 豊かな食文化が形成されている｡ ちなみに､ﾓｽｸﾜ 人の好物は､ ｸﾞﾙ ｼﾞｱ

料理やｳ ｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ 料理であるというが､ 温暖な気候で育てられる野菜や果物が多用される料

理だる｡ 総じて､ﾛｼｱ の料理は､ 塩､ こしょうだけｼﾝ ﾌﾟﾙ な味付けである｡ そこにﾎﾞﾙｼﾁ の

ように､ ﾋﾞｰﾂ やﾍﾞﾘ 一類で酸味をつけることも多い｡ｻﾜｰｸﾘｰﾑ､ ﾊﾟﾌﾟﾘｶ､ ﾃﾞｨﾙ などのﾊｰ

ﾌﾟといった､ 素材の風味で縁付けがなされている｡ 日本で今もてはやされる激辛やｱﾐﾉ 酸系

の調味料を効かせた強い味には､ﾛｼｱ 人の味覚は､ まだ浸蝕されてないようである｡
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（表2 ）所得別､ 食費への消費支出
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���一犬…………J ･ヽﾛｼｱ(2007年)……

�第1層 �第2 層 �第3 層 �第4 層 �第5 層 �第6 層 �第7 層 �第8 層 �第9 層 �第10 層 �平均

食費の消費支出
／家計消費（％）�49.9 �46.8 �44.4 �41.9 �39.1 �36.4 �30.6 �26.5 �24.4 �15.5

世帯数比（不明）

��づ一　丿白　回目日　本(2009年卜卜……八戸ｺ卜呂……ご1ヽ
� � � � � � �

ｇ 　 　 　 　 　

♂ 　 ％ 　 ％

世帯収入 � ①325 万以下 ��②326 ～492 万 ��②493 ～645 万 ��③646 ～864 万 ��②865 万～ ��平均

食費の消費支出
／家計消費（％）�24.68 ��23.34 ��23.04 ��21.79 ��20.32 ��22.16

世帯数比 � Ｉ ��1 ��1 ��1 ��1

(出 典 ：ﾛｼｱ 統 計 局　the Federal State Statistics Service､日本　総務省統計局家計調査）

最近では､ ﾌﾟﾛｱﾏ を問わず料理学校の設立も多く､ 料理雑誌の発行も増えているという｡ 経済

的な豊かさの反映であり､ また､ 多種多様な料理を食生活に取り入れていこうという変化が感じら

れる｡

食生活にかかる費用についてみると､ｴﾝ ｸﾞﾙ 係数はかなり高く50%(" という報告もある｡ が､ﾛｼｱ

統計局にあるﾃﾞｰﾀ によれば､ もっと低い数値と予想される｡ 表2 に所得の10 階級別の食

料への支出割合を示したが､ この階級の割合がどの程度を示すﾃﾞｰﾀ がなく､ 全体の平均値は算出

できないが､ 単純に10 階級の平均値をとると35% となる｡ﾛｼｱ 全体の家計消費支出は､ 先進諸

国に比べて､ まだｴﾝ ｸﾞﾙ 係数は高いが､ 図1 に示した通り所得の増加に伴い､ 着実にその数字は

低くなり､ 先進諸国と肩を並べる日も遠くないようである｡

（2 ）食品小売業市場

食品市場に目を向けてみるとどうだろうか｡ 図1 で示したように､ 小売業全体の売上がほぼ毎年

二桁成長を続け､ 規模で言えば､2000 年に2 兆3,520億ﾙｰ ﾌﾞﾙ から2008 年には13 兆9,150億ﾙｰ

ﾌﾞﾙ に拡大している｡ 食品部門では､2000 年に1 兆930 億ﾙｰ ﾌﾞﾙ から2008 年には6 兆3,430億ﾙｰ

ﾌﾞﾙ となっている｡ﾓｽｸﾜ 市内や郊外を見えも､ 米国並みのｼｮｯ ﾋﾟﾝ ｸﾞﾓｰﾙ が次々と開発さ

れ､ 同時に､ 食品ｽｰ ﾊﾟｰ や ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄｽﾄｱ 業態が併設されている｡ 高速道路沿いに立ち並

ぶﾓｰﾙ や大型商業施設を見ていると､ 米国のﾊｲｳｪｲ 沿いと何ら変わりない印象を受ける｡

2000 年に入り好調に成長をしてきた食品小売業も､2008 年秋の経済危機以来､ 変化が見られる｡

成長は堅調であるが､ 特にﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ 業態の躍進､ 他方では､ 高級業態の安定的な伸びと､ 消

費の二極化か顕著になってきている｡ 図2 に示した通り､ 所得による格差が大きいことが要因であ

ろう｡ｽｰ ﾊﾟｰ､ ﾍﾟﾚｸﾘｮｰｽｸ を展開するﾛｼｱ 最大の流通ｸﾞﾙｰ ﾌﾟ､X5ﾘﾃｰﾙ ｸﾞﾙｰ ﾌﾟ

は､ ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ 業態､ ﾋﾟｮﾁｮｰﾗﾁｶ との合併そして2008 年にﾊﾞｲ ﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄﾁｪｰﾝｶﾙｰｾﾙ

の買収など､ ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ 市場に焦点を当てることで大きく成長を続けている｡ 一

方で､ 高級業態も好調である｡ｱ ｽﾞﾌﾞｶ･ﾌｸｰｻ は､ﾓｽｸﾜ 市内､ およびﾓｽｸﾜ 州に26 店

舗を展開し､ 売上は110 億ﾙｰ ﾌﾞﾙ である｡ 同社のいくつかの店を視察したところ､ 一見普通のｽｰ

ﾊﾟｰ のようであるが､ 価格を見ると全般に日本やﾆｭｰﾖｰｸ の高級ｽｰ ﾊﾟｰ を超えるような
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超高級店である｡ また､ 別の有名高級業態のｸﾞﾛｰ ﾌﾞｽﾞ･ ｸﾞﾙﾒ は､ﾓｽｸﾜ に5 店､ｻﾝｸﾄ ﾍﾟﾃﾙ

ﾌﾞﾙ ｸﾞに1 店､ｳﾌｱ に1 店と展開しているが､ こちらは､ 内装や商品のﾌﾟﾚ ｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

は､ かなり洗練されたものである｡ 惣菜の売り場は､ 多様化しており､ 肉やｻﾗ ﾀﾞのﾃﾞﾘｶﾃｯｾﾝ､

ﾊﾟﾝ､ そしてすしとｺｰﾅｰ 分けがされており､ 高所得者層のﾆｰ ｽﾞに応えるような品揃えで

ある｡

食品小売市場は､ﾛｼｱ 資本だけでなく外資の進出も目立つ｡ﾌﾗﾝｽ の流通ｸﾞﾙｰ ﾌﾟ､ ｶﾞﾙﾜｰﾙ

（世界市場では､ｳｫﾙﾏｰﾄ､ﾃｽｺ に続き第3 位の規模）の傘下にあるﾊﾞｲ ﾊﾟｰ 業態のｱｼｬﾝ

は､ 郊外型のﾊﾞｲ ﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 業態であるが､ 現在13 ヶ国で537 店を展開しているが､

（2010 年8 月末現在）その売上3,170 億ﾕｰﾛ の内､53% がﾌﾗﾝｽ 外での売上であるという（2009

年のﾃﾞｰ 列｡ﾛｼｱ には､2002 年に登場し､ｴﾝｶ ｸﾞﾙｰ ﾌﾟ（ﾄﾙｺ 資本）とﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯ ﾌﾟ

を結び､ 現在33 店舗を展開している｡ﾛｼｱ での売上は､2006 年に23 億 ﾄﾞﾙ､2007 年に37 億

ﾄﾞﾙ､2008 年には57 億 ﾄﾞﾙ と躍進中である｡ 品揃えは､ 約4 万5 千ｱｲﾃﾑ で､ 価格も安く､ 圧

倒的なはいぱｰﾏｰﾄ ぶりを発揮している｡ﾓｽｸﾜ の空港すぐ南にあるMEGA というﾓｰﾙ に

ある同店を視察したが､ﾚ ｼﾞが95 台も並ぶ様は､ まさに圧巻であった｡ また､ ﾄﾞｲﾂ のﾒﾄﾛ ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟが進出しており､ 業務店向けのｷｬｯｼｭ ＆ｷｬﾘｰ を48 店舗展開している｡ 他にも消費

者向けのﾊﾞｲ ﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ や家電量販店も展開しているが､ 今回視察に訪れたﾎﾃﾙﾚｽﾄﾗﾝ

向けの見本市PIR の会場内でもかなりの面積のﾌﾞｰｽ を出展し､ 存在感があった｡ 今後､ 後に述

べる中食や外食市場が拡大するに従い､ このようなｷｬｯｼｭ ＆ｷｬﾘｰ 業態も存在意義を高めて

いくことであろう｡

（3 ）中食の市場

ｼﾝ ｸﾞﾙ 層の増加（晩婚化か進み､ﾛｼｱ は有数の離婚国である）や女性の社会進出､ そして所

得の伸びに従い､ 中食への需要も増大して行くことと考えられる｡ 前述の食品小売業の店舗では､

伝統ある惣菜としてﾋﾟｸﾙｽ の類から､ そのまま食べられる惣菜の売り場が､ 充実していた｡ ま

（写真1 ）高級業態 ｸﾞﾛｰ ﾌﾞｽﾞ･ ｸﾞﾙﾒ の野菜売り場 （写真2 ） ﾊﾞｲ ﾊﾟｰ 業態ｱｼﾔﾝ の野菜売り場
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た､ 歴史あるﾓｽｸﾜ 都心の高級食料品店ｴﾘｾｴﾌｽｷｰ やｸﾞﾑ 百貨店でも､ 温冷の惣菜の売り

場が充実していた｡ 品揃えも多種多様で､ 日本のﾃﾞﾊﾟ地下のような華やかさである｡

今回､ｻﾝｸﾄ ﾍﾟﾃﾙ ﾌﾞﾙ ｸﾞで ﾎﾞﾋﾞﾝ･ﾛ ﾋﾞﾝ という惣菜企業を訪問した｡ 若い姉妹が経営する

企業であるが､2000 年に起業し､ 今では250 人の従業員が働く会社である｡ 日本で言えばﾁﾙ ﾄﾞ

惣菜にあたるﾊﾟｯｸ 入りの惣菜やｻﾝ ﾄﾞｳｯﾁ などを製造している｡ｽｰ ﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 内に直営

の販売ｺｰﾅｰ を持ち､ 販売しているが､ 外食ﾁｪｰﾝ にｽｰ ﾌﾟを列車内食堂へ卸すなど､ 日本で

いえば､ 中規模のﾍﾞﾝ ﾀﾞｰ のような存在である｡ 売上は毎年伸びており､ﾓｽｸﾜ 市場への参入を

狙っているとのことであった｡ このような惣菜企業も今後成長して行くことと考えられる｡

3. 外 食 市場　　　　　　　　　　　　　 ゜

（1 ）ﾛｼｱ の外食市場

ﾓｽｸﾜ にﾏｸ ﾄﾞﾅﾙ ﾄﾞのﾛｼｱ1 号店が開業したのは､ｿ 連時代の1990 年1 月31 日で､ すで

に進出から20 年以上が経過している｡ 米国本社のﾎｰﾑ ﾍﾟｰ ｼﾞに掲載された情報では､ﾛｼｱ 内

に255 店（2010 年11 月8 日現在）を展開している｡ このﾏｸ ﾄﾞﾅﾙ ﾄﾞ開業のﾆｭｰｽ は､ 日本に

も報道され印象深いが､ その日の来客数は3 万人だったという｡ 以来､ 庶民が外食する機会も増え

てきた｡ 2000 年代に入り､ 市場は大きく拡大し､2000 年の外食業界全体の売上高が､830 億ﾙｰ

ﾌﾞﾙ であったところが､20008 年には､ﾌ,230 億ﾙｰ ﾌﾞﾙ と伸びている｡ また､ﾛｼｱ におけるﾚｽﾄﾗﾝｶﾌｪ

の数は27,400 軒､ ﾊﾞｰ は3,300 軒､ 食堂･ 惣菜店は3,470 軒と合わせても4 万軒に

満たない｡ 一方､ 日本の飲食店の件数は､72 万軒､ こちらはすでに飽和状態であるが､ これらの

数字を見ると､ﾛｼｱ における外食への潜在的な需要は大きいと見込まれる｡

ただし､2008 年の経済危機により､2009 年のﾛｼｱ 外食業界の売上は､ 前年より13.5％落ち込

んだ(1)｡ 高級ﾚｽﾄﾗﾝ では､ 収入が40 ～60％減少､ 庶民的なﾚｽﾄﾗﾝ では20 ～30％､ﾌｧｰｽﾄﾌｰ

ﾄﾞでは20%､ｶﾌｪ では20 ～35% の落ち込みがあったという(2）｡今後､ﾛｼｱ 国民の所

得の増加､ そして､ 外食習慣の普及の状況いかんにより回復が予想される｡ 経済危機前ほどの大き

な成長は見込めないとされているものの､ 年率15% 上限で伸びて行くとの予想もある｡

（2 ）ﾌｧｰｽﾄﾌｰ ﾄﾞﾁｪｰﾝ の躍進

落ち込む外食市場にありながら､ﾌｧｰｽﾄﾌｰ ﾄﾞ業界は､ 積極的に店舗展開を進めている｡ﾏｸ

ﾄﾞﾅﾙ ﾄﾞは､2008 年9 月に197 店であったものから240 店へ､ 国内ﾁｪｰﾝ のｸﾛｰｼｭｶ･ｶﾙﾄｰｼｭｶ

は､286 店から323 店へ､ﾛｽﾁｯｸKFC   （ｹﾝﾀｯｷｰﾌﾗｲ ﾄﾞﾁｷﾝ ）は､149

店から170 店という具合である｡ﾛｼｱ のThe Russian News & Information Agency RIA Novosti

の2009 年2 月26 日付けの記事に､ﾏｸ ﾄﾞﾅﾙ ﾄ 社゙が2009 年に新たな40 店舗のために1 億2 千万

ﾄﾞﾙ の投資をしたとある｡ また､ﾛｽﾁｯｸKFC は､ 当初ﾛｼｱ での展開は南米からの移民が設
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（写真4 ）ｻﾝｸﾄ ﾍﾟﾃﾙ ﾌﾞﾙ ｸﾞ市内のﾏｸ ﾄﾞﾅﾙ ﾄﾞ

立したﾛｽﾁｯｸ 社によるものだったが､2010 年ﾌ 月に､ 中国他世界的にKFC の事業を展開する

米国のYum! Brand が､ その事業権を買収している｡ それだけﾛｼｱ でのﾌｧｰｽﾄﾌｰ ﾄ 事゙業の

うま味が大きいことを裏付けている｡

詳しいﾃﾞｰﾀ はないが､ﾓｽｸﾜ 市内では､ﾁｪｰﾝ 業態の外食店がよく目についた｡ﾛｼｱ 国

内ﾁｪｰﾝ としては､ｶﾌｪﾁｪｰﾝ のｺｰﾋｰﾊｳｽ､ｸﾚｰ ﾌﾟ（日本のように甘くない､ 食事

になるｸﾚｰ ﾌﾟ）店､ﾃﾚﾓｯｸ､ そして､ 前述した焼いたじゃがいもにﾁｰ ｽﾞや肉製品のﾄｯ ﾋﾟﾝ

ｸﾞを施したﾒﾆｭｰ を提供するｸﾛｰｼｭｶ･ｶﾙﾄｰｼｭｶ があるが､ これらは､ 路面店､ そ

してｼｮｯ ﾋﾟﾝ ｸﾞﾓｰﾙ のﾌｰ ﾄﾞｺｰﾄ の常連組のようである｡ 彼らの中には､ 国内のみならず､ｱ

ｼﾞｱ 進出をもくろむ企業もあるという｡

何よりも､ 米国系のﾌｧｰｽﾄﾌｰ ﾄﾞﾁｪｰﾝ の健闘が目立つ｡ﾏｸ ﾄﾞﾅﾙ ﾄﾞはじめ､ｻ ﾌﾞｳｪｲ139

店舗､ｽ ﾊﾞｯﾛ114 店舗､ﾛｽﾁｯｸKFC､ ﾋﾟｻﾞﾊｯﾄ （ﾛｽﾁｯｸ 同様､Yum! Brand が

展開する）､ｽﾀｰ ﾊﾞｯｸｽｺｰﾋｰ39 店舗をはじめ､ 日本でもなじみ深いﾁｪｰﾝ 店が競い合っ

ている｡ 90 年代半ばに進出したが経済危機で撤退したﾀﾞﾝｷﾝ ﾄﾞｰﾅｯﾂ も再挑戦をし､ また2010

年には､ﾊﾝ ﾊﾞｰ ｶﾞｰ ではﾏｸ ﾄﾞﾅﾙ ﾄﾞに次ぐ第2 のﾁｪｰﾝ､ ﾊﾞｰ ｶﾞｰｷﾝ ｸﾞも進出して

いる｡ 数を挙げればきりがないほどの勢いである｡

これらの中でも､ﾏｸ ﾄﾞﾅﾙ ﾄﾞの成功ぶりは突出している｡ その集客の数の多さ､ｵ ﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

の正確さとｽ ﾋﾟｰ ﾄﾞ､ そして､ なんでもｽﾛｰ ﾍﾟｰｽ のﾛｼｱ 人をここまで鍛えあげられる教育

のﾚ ﾍﾞﾙ に感心するばかりである｡ ちなみにﾊﾝ ﾊﾞｰ ｶﾞｰ は､80 円弱｡ｾｯﾄ 価格は､ 日本の通

常商品の価格と､ 変わらないほどの価格であるが どこの店でも､ 若い世代を中心にｳｪｲﾃｨﾝ

ｸﾞの列ができている｡ﾛｼｱ では､ 郊外ではﾄﾞﾗｲ ﾌﾞｽﾙｰ もあるが､ 町なかでは､ﾃｲｸｱｳﾄ

専門の窓口があるのだが､ 早朝から夜中まで人の列は切れることはない｡

ｽｰ ﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ に並ぶ食品から考えるとﾌｧｰｽﾄﾌｰ ﾄﾞは高価である｡ 日本並みか､ それ

以上である｡ 今ではﾌｧｰｽﾄﾌｰ ﾄﾞ＝安売りというｲﾒｰ ｼﾞが出来ているが､60 年代にﾏｸ ﾄﾞ
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ﾅﾙ ﾄﾞが日本に進出してきた当初は､ 外来のもの､ おしゃれなもので､ かなり高価なものであった

ことを筆者は記憶しているが､ まさに､ﾛｼｱ における外来ﾌｧｰｽﾄﾌｰ ﾄﾞは､ 消費者に高い も

のと位置付けられているのであろう｡ さらに､ﾏｸ ﾄﾞﾅﾙ ﾄﾞの高質なｶﾌｪ 業態ﾏｯｸｶﾌｪ も､ﾛｼｱ

国内で41 店が展 開されている｡ﾏｯｸｶﾌｪ のｺｰﾋｰ は､300 円近いのであるが､ なか

なかの賑 わいである｡ さらに高質ｺｰﾋｰ のｽﾀｰ ﾊﾞｯｸｽ のｺｰﾋｰ も120ﾙｰ ﾌﾞﾙ （約360

円）､日本よりはるかに高い ものに､ﾛｼｱ 人たちは､ 列をなして購入をしている｡

数日間視察しただけでも､ﾌｧｰｽﾄﾌｰ ﾄﾞﾋﾞ ｼﾞﾈｽ 成功の可能性が高いことが感じられるが､

このよう に米国系のﾁｪｰﾝ 店がこのように活躍している中で､ 日本の企業はほとんど出店してい

ない｡ 数少ない例をあげるなら､ｼｭｰｸﾘｰﾑ の ﾋﾞｱｰ ﾄﾞﾊﾟﾊﾟがﾌﾗﾝﾁｬｲ ｽﾞ展 開を､ また日

本で讃岐うどんのﾁｪｰﾝ 店を展開するはなまるうどんの創業者がﾓｽｸﾜ､ｻﾝｸﾄ ﾍﾟﾃﾙ ﾌﾞﾙ

ｸﾞでＵＤＯＮＹＡ-ＳＡＮ という業態を7 店展開している（はなまるうどんは､ 日本国内では吉野家ﾎｰﾙ

ﾃﾞｨﾝ ｸﾞｽ の傘下にある｡）程度であり､ 今後､ 日本企業の進出が期待されるところである｡

4. 日本 食 ﾌﾞｰﾑ

外食市場において注目すべきが､ 日本食の人気である｡ 人口1000 万人を擁するﾓｽｸﾜ の市内

には､ 日本食ﾚｽﾄﾗﾝ の数が500 店とも800 店もある(3)というくらいの日本食ﾌﾞｰﾑ である｡ﾓｽｸﾜ

の外食市場は､ 約7,000 億円であるとのﾃﾞｰﾀ がある(2)が､ そのうちの日本食ﾚｽﾄﾗﾝ

の市場規模が400 億円(1)というからかなりの割合である｡ 中でも､ すしの人気は高く､ 日本食ﾚｽﾄﾗﾝ

でなくても､ ﾊﾞｰ やｶﾌｪ でも､ すし(ﾛｰﾙ すし) が提供されるところも少なくなく､ｶﾌｪﾁｪｰﾝ､ｺｰﾋｰﾊｳｽ

のﾒﾆｭｰ にもﾛｰﾙ すしが品揃えされているほどである｡ ま

た､ 中食市場においても､ すしは必ず品ぞろえされており､ 前述の高級ｽｰ ﾊﾟｰ､ ｸﾞﾛｰ ﾌﾞｽﾞ･ ｸﾞﾙﾒ

では､ 注文を受けてからすしを調理する提供方法を採用している｡

純然たる日本食ではないものの､ このように日本食が受け入れられている状況にありながら､ 日

（写真5 ）ＵＤＯＮ-ＹＡさんのｻﾝ ﾌﾟﾙｹｰｽ （写真6 ）ﾌｰ ﾄﾞｺｰﾄ には必ずというほどすし店がある
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本から進出する外食企業は､ 現段階では､ ほとんど皆無であり､ このような日本食ﾚｽﾄﾗﾝ で使

用する食材も､ 米は台湾産か中国産､ 海苔は韓国産と､ 大きなﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽ を逃している感が

ある｡ 視察時に見学した業務向けの食品見本市PIR でも､ 日本食材を扱う現地卸業者の出展が目

立った｡ 価格で決定づけられると思われるが､ 現在のところは､ 日本食が活況であるのに､ 日本企

業がほとんど活躍できていないという皮肉な状況にある｡

5｡ ほ んも の時 代 への 期待

日本の大手ﾒｰｶｰ のうち､ﾛｼｱ 市場にもっとも早くから参入しているのは､1997 年にｵﾗﾝ

ﾀﾞ工場を設立したｷｯｺｰﾏﾝ や2004 年に営業事務所を開設した味の素などが挙げられる｡ 今

回視察した見本市PIR でも､ｷｯｺｰﾏﾝ は､ 日本人ｼｪﾌ による料理ﾌﾟﾚ ｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ を積

極的に行っていた｡ また､ 日本から特定非営利活動法人日本食ﾚｽﾄﾗﾝ 普及推進機構（ＪＲＯ）も

今回で2 回目の出展しており､ そのﾌﾞｰｽ では､ 味の素のだしの素を用いて豚汁､ﾊｳｽ 食品のｶﾚｰﾙｳ

を用いてｶﾚｰﾗｲｽ､ﾐﾂｶﾝ のすし酢ですし､ おたふくｿｰｽ でお好み焼きを試食展

示していたが､ 興味を持たれているようであった｡ 異文化において､ 商品が導入されるのは､ 単体

よりもﾒﾆｭｰ ありきというのが一般的であるが､ すでにすしなどは人々の食生活に浸透している

のであるから､ 今こそ商機と捉え､ 積極的な展開が求められる｡

すしは､ ごはんと水産物を合わせるだけの調理であるので､ 厳密なことを言わなければ､ 難しい

い技術が必要なわけではない､ しかも､ 粗利の高いﾒﾆｭｰ であることが､ﾛｼｱ で広まっていっ

た要因のひとつと考えられる｡ すしは､ﾒﾆｭｰ の中でもそのような位置づけだけに､ 粗悪品も多

いという｡ 衛生状態もさることながら､ 水で薄めたしょうゆや着色したﾆｾﾓﾉ 水産物が使用され

るなど､ 必ずしも品質の良いすしが提供できているという状況ではない｡ しかし､ 今後ﾛｼｱ 人の

生活水準が高くなり､ より本物の日本食を求められるようになった時にこそ､ 日本企業のﾁｬﾝｽ

があるのではないかと考えられる｡ﾆｭｰﾖｰｸ で成功を納め､ 今や世界的な有名日本食ﾚｽﾄﾗﾝ

ＮＯｂＵが2009 年にﾓｽｸﾜ に開業し､ 続いて2010 年秋にも日本初こちらもﾆｭｰﾖｰｸ の人気

店MEGU が開業している｡ 筆者もMEGU で食事をしたが､ ここでは､ 米や酒は日本から､ また水

産物の多くが日本から空輸されたものを使用している｡ もちろん超高価ながら､ 日本と変らない､

それ以上の味が楽しめる｡ このようや上級店から､ 末端へ普及していくことを考えれば､ 日本企業

の進出の余地はまだまだ大きい｡

さらに､ すしなどの日本食に限らず､ 外食産業の進出も大いに期待したいところである｡ﾛｼｱ

は､ 中間業者が多く介在することで非常に流通経路も複雑で､ 関税も高い｡ そして通関や衛生基準

も非常に厳しく､ またその際の手続きも非常に複雑であるという｡ しかしながら､ これらの課題をｸﾘｱ

して､ 積極的に多くの企業が進出していくことが求められる｡ そのためには､ 業界としての

情報やﾊﾞｯｸｱｯ ﾌﾟのしくみの共有が必要であると考える｡
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Food Service Industry in Russia

Expanding Market and Expectation for Outbound Japanese Business

【Abstract 】

Miki Michihata
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The Japanese food service industry market is shrinking because of our

demographics and the  economic recession. So, many Japanese  food service operatorsare likely to extend their business in the overseas

market. The new rising countries are

so attractive that they are starting their businesses in these markets｡

Russia is one of such countries. It is growing its economy and especially,  itsfood

industry market is expanding in both its volume and quality. Not ａ few maj orforeign food service

operators are extending their share in the market. However,  it is adisappointment

that most Japanese operators have not joined this market･

Undoubtedly it is very difficult to make ａ success in foreign countries. In additionto the difference in eating habits, many issues on procurement and business practicesand regulation, have to

be solved. Japanese operators are expected to overcome them

to make ａ success.

The Russian market actually has ａ good opportunity for the Japanese foodindustry, as many people in city areas have developed their habit of eating Japanesefood, especially Sushi. There

are hundreds of Japanese restaurants in the Moscow

area of ａ population of over 10 million. Even the major coffee chains have Sushimenus in their cafes. But, most materials come from not Japan but other countriessuch as China, Taiwan and Korea. Their materials bring more benefit to the restaurantoperators owing

to lower prices. The Japanese suppliers get ａ late start｡

In this report, my inspection and some data about Russia are collected from my

research of outbound businesses of the food service industry.

Keyword: food service industry, outbound business, restaurant chain


